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まちを笑顔　　　にする

助成グループが助成グループが

決定しました！

まちを笑顔　　　にする

助成グループが助成グループが

決定しました！

20年度

　これからまちづくり活動をはじめよう！　これからまちづくり活動をはじめよう！

助成限度額　助成限度額　５５万円万円

まちの課題解決！まちの課題解決！

出会いや学びの機会を提供したい出会いや学びの機会を提供したい

助成限度額　助成限度額　2020万円

（設備整備を伴う活動）

助成限度額　助成限度額　100100万円万円

助成限度額　助成限度額　2525万円万円

　区民のみなさんが自ら主体となって発意し、区をパートナーとして

実施する企画提案を募集し、事業費の一部を助成しています。平成

18年度から延40事業の助成を行っています。

福祉のまちづくりを推進する区民発意の企画提案と福祉のまちづくりを推進する区民発意の企画提案と
活動内容の発表が行われました活動内容の発表が行われました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　　　　　　助 成 は ３ 部 門 あ り ま す

  平成 20 年６月 8 日、練馬区職員研修所において  平成 20 年６月 8 日、練馬区職員研修所において

福祉のまちづくりパートナーシップ区民活動支援事業の福祉のまちづくりパートナーシップ区民活動支援事業の

公開審査会が開かれました。３年目を迎える本事業は、公開審査会が開かれました。３年目を迎える本事業は、

パートナーシップ区民活動支援部門の一部が変更パートナーシップ区民活動支援部門の一部が変更

（「設備整備」から「設備整備を伴う活動」と春・秋の二段階審査）（「設備整備」から「設備整備を伴う活動」と春・秋の二段階審査）

と、テーマ部門の変更と、テーマ部門の変更（（18・19 年度はやさしさ情報ねりまっぷ18・19 年度はやさしさ情報ねりまっぷ

ミニ作成活動助成。20 年度は普及啓発・学び活動助成ミニ作成活動助成。20 年度は普及啓発・学び活動助成））がありました。がありました。

当日は、15 団体からの提案発表と審査員との質疑応答があり、当日は、15 団体からの提案発表と審査員との質疑応答があり、

過去最多の 95 人が来場しました。過去最多の 95 人が来場しました。

( 地域活動 )

みんなに
やさしいまちづくりやさしいまちづくり

みんなの提案みんなの提案
こちらから！こちらから！

事業の目的は ・ ・ ・

「福祉のまちづくり総合計画」を区民のみなさんと区の協働で推進

することです。

「福祉のまちづくり総合計画」は、だれもが地域の一員として社会

参加ができる環境づくりを目指しています。

新しいタイプの助成事業です
新しいタイプの助成事業です

１ 選考は公開審査方式選考は公開審査方式
提案グループは、区民のみなさんの前でプレゼンテーションをします。

提案グループは、区民のみなさんの前でプレゼンテーションをします。２ まちの資源を活用まちの資源を活用
区民のみなさんのアイディア、人材、ネットワークなどの資源と、区の財源、

区民のみなさんのアイディア、人材、ネットワークなどの資源と、区の財源、情報、場所、広報力などの資源を効果的に活かし、協働の活動を拡げます。

情報、場所、広報力などの資源を効果的に活かし、協働の活動を拡げます。３ 人と人をつなぐ支援人と人をつなぐ支援
グループ同士の交流・学習会、アドバイザー派遣など、新しい関係を生み、

グループ同士の交流・学習会、アドバイザー派遣など、新しい関係を生み、活動のネットワークを拡げていくための支援を積極的に行います。

活動のネットワークを拡げていくための支援を積極的に行います。


